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Ⅰ 点検・評価の概要 

１ 趣旨 

 平成２０年４月１日に施行されました「地方教育行政の組織及び運営に関する法

律」の一部改正により、教育委員会は、毎年その権限に属する事務の管理及び執行

の状況について、教育に関し学識経験を有する者の知見の活用を図って点検及び評

価を行い、その結果に関する報告書を作成し、議会に提出するとともに、公表する

こととされました。 

本市の教育委員会においても、効果的な教育行政の推進に資するとともに、市民

への説明責任を果たすことを目的として、教育委員会の会議や教育委員会委員の活

動を始め、第７次刈谷市総合計画に基づき、教育委員会事務局が実施した事務事業

について点検・評価を行いました。 

【参考】地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋）

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第二十六条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第一項の規定により

教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第四項の規定により

事務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について

点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとと

もに、公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験 

を有する者の知見の活用を図るものとする。 

1



２ 点検・評価の実施方法                                         

第７次刈谷市総合計画に掲げる将来都市像「人が輝く 安心快適な産業文化都市」

の実現に向けて推進する５つの基本方針のうち、教育文化分野「生きる力を育み生

きる喜びを実感できるまちづくり」に位置付けられた６つの基本施策の具体的な施

策の内容（以下「小施策」という。）を構成する事業について事務事業評価シートに

より、点検及び評価を行いました。 

 刈谷市教育委員会事務点検・評価では、教育委員会が行った事務事業評価から選

定した事業の結果について、学識経験者（外部評価委員）から意見をいただきまし

た。 

 

 

 

〇総合計画に基づく施策 

【教育文化分野に関する総合計画の基本施策と小施策】 

基本 

方針 
基本施策 施策の内容（小施策） 

教 

 

育 

 

文 

 

化 

 

分 

 

野 

１学校教育 １）教育内容の充実 

２）安心・安全で地域に開かれた学校づくり 

３）学校施設・設備の整備・充実 

４）児童生徒へのきめ細やかな対応 

５）学校給食の充実 

２青少年育成 １）家庭教育の推進 

２）青少年を取り巻く環境の整備 

３）青少年の自立支援と社会参加の促進 

３生涯学習 １）学習機会の充実 

２）学習活動の支援 

３）生涯学習施設の利用促進 

４スポーツ １）スポーツ活動プログラムの充実 

２）クラブ・団体の育成 

３）スポーツ施設の整備・充実・開放 

４）スポーツ指導者の育成 

５文化・芸術 １）鑑賞・体験の機会づくり 

２）創作・発表の機会づくり 

３）活動の支援体制の充実 

４）文化芸術の拠点づくり 

６歴史・文化財 １）刈谷市城址の整備 

２）歴史博物館の整備 

３）文化財の保護・伝承・活用 

４）歴史の啓発 

外部評価委員  

   愛知教育大学 学長 野田
の だ

 敦
あつ

敬
のり

 氏  
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【今年度の評価項目】 今年度の評価項目 

評価対象事務事業 担当課 

（基本施策）２ 青少年育成 

（小 施 策）３）青少年の自立支援と社会参加の促進 

子ども・若者支援事業 

生涯学習課 

（基本施策）４ スポーツ 

（小 施 策）１）スポーツ活動プログラムの充実 

かきつばたマラソン大会開催事業 

国際スポーツ大会等招致事業 

スポーツ課

（基本施策）４ スポーツ 

（小 施 策）３）スポーツ施設の整備・充実・開放 

学校開放事務費事業 

スポーツ課

（基本施策）５ 文化・芸術 

（小 施 策）１）鑑賞・体験の機会づくり 

文化振興事業 

生涯学習課 

３ 外部評価の視点、委員に求める意見・提案 

【現状の分析と課題の考え方】 
・市の担当課が実施した事務事業の評

価結果は妥当か

・指標の的確性、指標分析の考え方は

どうか

【今後の方向性】 
・評価結果から的確な課題への対策と

なっているか

・小施策の推進に効果的か

外部評価の視点 

・左記の視点での考え方や妥当

性等に関する意見

・既存事業の改善提案や新規事

業・施策の提案

【総 評】 
・事業全体に関する意見

意見・提案 
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Ⅱ 教育委員会の活動状況 

教育委員会は、都道府県や市町村等に置かれる行政委員会の一つで、合議制の執

行機関です。教育長と委員の合議により基本的方針を決定し、その方針・決定をも

とに教育長が事務局を指揮監督し、教育行政を執行しています。 

１ 教育委員会の構成（令和４年１０月１日現在） 

職 名 氏 名 任 期 期数 

教 育 長 金  原 宏 
（令和 4 年 10 月１日就任） 

令和 7 年 9 月 30 日 
2 

教育長職務代理者 浅  井 優 
（令和元年 10 月 1 日就任） 

令和 5 年 9 月 30 日 
1 

委 員 石  田  芳  加 
（令和 3 年 10 月 1 日就任） 

令和 7 年 9 月 30 日 
2 

委 員 鶴  田  英  孝 
（令和 4 年 10 月 1 日就任） 

令和 8 年 9 月 30 日 
2 

委 員 小  川  耕  示 
（令和 2 年 10 月 1 日就任） 

令和 6 年 9 月 30 日 
1 

２ 教育委員会会議の開催状況 

令和３年度における教育委員会の会議は、毎月１回の定例会を開催し、３９件の

議案について審議を行いました。教育委員会会議は、原則公開としており、会議録

はホームページ等で開示しています。 

会議で審議された議案は、以下のとおりです。 

開催日 議 題

４月 

定例会 

○専決処分（刈谷市いじめ問題対策委員会委員の解職及び委嘱）

○専決処分（刈谷市学校給食センター運営委員会委員の委嘱）

○専決処分（刈谷市学校給食アレルギー対応給食事業実施委員会委員の

委嘱）

○専決処分（学区外就学）

○専決処分（刈谷市社会教育委員の解職及び委嘱）

○専決処分（刈谷市図書館協議会委員の任命）

○専決処分（刈谷市スポーツ推進審議会委員の解職及び任命）

○専決処分（刈谷市スポーツ推進委員の解職及び委嘱）
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開催日 議 題

４月 

定例会 

○専決処分（刈谷市立小中学校体育施設スポーツ開放運営委員会委員の

委嘱）

○専決処分（刈谷市立小中学校体育施設スポーツ開放管理指導員の委嘱） 

○専決処分（刈谷市歴史博物館協議会委員の委嘱）

５月 

定例会 

○令和３年６月刈谷市議会定例会提出議案（令和３年度刈谷市教育費６

月補正予算）に関する意見の聴取

○刈谷市奨学会会則の一部改正

○専決処分（学区外就学）

７月 

定例会 

○専決処分（刈谷市学校給食センター運営委員会委員の解職及び委嘱）

○専決処分（学区外就学）

８月 

定例会 

○令和３年９月刈谷市議会定例会提出議案（令和３年度刈谷市教育費９

月補正予算、教育委員会委員の選任、工事請負契約の締結、指定管理者

の指定）に関する意見の聴取

９月 

定例会 

○学区外就学

○専決処分（学区外就学）

○専決処分（刈谷市立小中学校体育施設スポーツ開放管理指導員の委嘱） 

10 月 

定例会 

○令和４年度教職員定期人事異動方針

○学区外就学

○専決処分（学区外就学）

11 月 

定例会 

○令和３年１２月刈谷市議会定例会提出議案（令和３年度刈谷市教育費

１２月補正予算、条例の一部改正、指定管理者の指定）に関する意見の

聴取

○専決処分（学区外就学）

12 月 

定例会 
○専決処分（学区外就学）
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開催日 議 題 

１月 

定例会 

○学区外就学 

○刈谷市教育委員会公共施設予約案内システムに関する規則の一部改正 

○専決処分（学区外就学） 

○専決処分（刈谷市社会教育委員の解職及び委嘱） 

２月 

定例会 

○令和４年３月刈谷市議会定例会提出議案（令和３年度刈谷市教育費３

月補正予算、令和４年度刈谷市教育費当初予算、損害賠償の額を定める

専決処分、物品の買入れ、条例の一部改正）に関する意見の聴取 

○刈谷市教育委員会傍聴人規則の一部改正 

○令和４年度刈谷市の教育一般方針 

○令和３年度刈谷市教育委員会点検・評価報告書 

○刈谷市学校管理規則の一部改正について 

○刈谷市立学校における学校運営協議会設置規則の制定について 

３月 

定例会 

○令和４年３月刈谷市議会定例会提出議案（令和３年度刈谷市教育費３

月補正予算）に関する意見の聴取 

○学区外就学 

○専決処分（学区外就学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記議題の他、各課定例報告（学校給食献立、児童生徒数、各種行事予定、

施設利用状況）、学校で対応に苦慮している案件について意見聴取、市議会

及び市民文教委員会の教育に関わる質問事項について報告を適時行い、各委

員の立場や考えにより、積極的に意見交換を行っています。 

6



３ その他の委員活動                     

項 目 内    容 

総合 

教育会議 

●総合教育会議 （１月） 
意見交換テーマ『コロナ禍での学びの保障について』 

 

     内 容  

 長引くコロナ禍の中で感染症対策をしながら、教育現場において子

どもたちが学びを続けられる環境を整えるための取り組みについての

意見交換を実施。 

研究 

発表会 

     依佐美中学校（10/19）  

研究主題『自ら考え、判断し、表現する生徒の育成 ～深い学びに

つながる授業改善を通して ～』 

     富士松東小学校（10/22）  

研究主題『自己肯定感を高め、ともに課題を解決していく子どもの

育成 ～「授業・環境・富東っ子タイム」三本柱の充実

を通して～』 

     刈谷特別支援学校（2/25～26）  

 研究主題『ともに進みともに学ぶ ～つながりの中で広げる特別支

援教育～』 

学校訪問 

     目 的  

 学校の実態を把握するとともに、学校教育推進上の問題点について

指導・助言し、現職教育の推進と充実を図る。 

 

     訪問者  

 教育長、教育委員、教育部長、学校教育課長、指導主事等 

 

     内 容  

 公開授業及び諸帳簿の点検 

 

     着眼点  

・児童生徒の心に寄り添う指導の展開状況 

・教職員の健康管理に向けた取組の状況 

・創意ある学校づくり及び教員の資質向上への取組の状況 

・児童生徒の自己肯定感と自己有用感を育む取組の状況 

・基礎的・基本的な事項の定着とそれらを活用する力を高める指導の

工夫の状況 
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項 目 内    容 

学校訪問 

     実施校（研究発表校を除く学校）  

刈谷東中(5/10)、富士松南小(6/22)、朝日中(7/1)、かりがね小(7/5) 

小垣江小(7/8)、朝日小（7/13）、双葉小(9/17)、刈谷南中(9/21) 

平成小(9/30)、特別支援学校(10/4)、小高原小(10/13)、日高小(10/15) 

小垣江東小(10/18)、富士松中(10/21)、雁が音中(11/4) 

富士松北小(11/5)、東刈谷小(11/8)、亀城小(11/9)、衣浦小(11/11) 

住吉小(11/15) 

式 典 小学校卒業式、中学校卒業式、幼児園修了式 

その他 

●西三河地方教育事務協議会（４月、５月、１１月、２月） 

●愛知県市町村教育委員会連合会（７月） 

●刈谷市奨学会（４月、１０月、１月、３月） 

●刈谷市ＰＴＡ連絡協議会（５月、１２月） 

●新成人の集い（１月）等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8



Ⅲ 総合計画に基づく施策の評価  

 

【評価項目】 

評価対象  担当課  

（基本施策）青少年育成 

（施策の内容）青少年の自立支援と社会参加の促進 

        子ども・若者支援事業 

生涯学習課 

（基本施策）スポーツ 

（施策の内容）スポーツ活動プログラムの充実 

        かきつばたマラソン大会開催事業 

        国際スポーツ大会等招致事業 

スポーツ課 

（基本施策）スポーツ 

（施策の内容）スポーツ施設の整備・充実・開放 

        学校開放事務費事業 

スポーツ課 

（基本施策）文化芸術 

（施策の内容）鑑賞・体験の機会づくり 

        文化振興事業 

生涯学習課 

 

 

 

 

 

9



 
10



 

評価対象事業  

子ども・若者支援事業  
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評価対象事業  

かきつばたマラソン大会開催事業  

国際スポーツ大会等招致事業  

評価対象事業  

学校開放事務費事業  
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評価対象事業  

文化振興事業  
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子ども・若者支援事業 
 

【目的】 

  ひきこもりやニート等の困難を抱える子ども・若者及びその家族に対し、専門の

相談員による相談窓口を開設することで、子ども・若者の健全な育成を図る。 

  また、子ども・若者支援地域協議会を実施することで、子ども・若者支援機関同

士の連携を図る。 

 

【実績】 

１ 子ども・若者総合相談窓口（令和 2 年 9 月開設） 

対 象 者 市内在住、在勤または在学の概ね 40 歳までの人またはその家族 

場 所 子ども相談センター１階相談室 

相談時間 年末年始を除く毎週木曜日（13 時～19 時）・土曜日（9 時～16 時） 

※予約制・１人 60 分以内（月１回） 

相談内容 引きこもりや就労、対人関係、障害・発達、ＬＧＢＴＱ、暴力・虐

待、学校、会社など子ども・若者の困難に関すること全般 

相談体制 【運営】NPO 法人ぷらっとほーむ 

相談員 15 名（社会福祉士、精神保健福祉士、臨床心理士等） 

複数（2～3 人）相談員によるオープン・ダイアローグ形式で実施 

 

利用状況（令和 2 年 9 月（開設）～令和 4 年 9 月 

累計相談人数 61 人（うち 30 人相談終結） 

稼 働 率 87.9％（延べ予約件数 466 件／相談可能枠数 530 枠） 
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相談終結事例  

１ 

＜社会不安障害がある方の就労に関する相談（相談回数 10 回）＞ 

基幹相談支援センターやハローワークなどと連携し、就労支援の面接ト

レーニング、助言を行った結果、面接にも一人で行けるようになり、就職

が決まったため終結。 

２ 

＜不登校になった高校生の相談（相談回数 8 回）＞ 

両親はこれまで否定的になりがちな子どもとの関わり方を反省し、本人

も両親の話を傾聴することで、親と当事者ともに安定するようになった

ため、終結。 

 

２ 子ども・若者支援地域協議会 

   社会生活を円滑に営む上での困難を抱える子ども・若者を支援することを目的

として、公的・民間問わず、教育、福祉、保健、医療、雇用等の様々な関係機関

や団体で構成する「子ども・若者支援地域協議会」を開催。   

    令和３年度実績 

４回開催 

・「子ども・若者総合相談窓口」での相談・利用状況の報告 

・子ども・若者支援を行う関係機関を紹介する「刈谷市子ども・若者 

 支援機関マップ」を作成し、関係部署や団体等に配布 

・協議会の委員が持ち寄る困難事例の個別ケース検討    等 

   

３ 子ども・若者の居場所事業（令和４年１０月から） 

生きづらさや悩みを抱える子どもや若者が、自宅以外の場所で安心してゆった

りと過ごすことができる場所を開設。   

対 象 者 市内在住、在勤または在学の概ね 40 歳までの人またはその家族 

場 所 城町図書館１階 

開 催 日 時 毎月第２・３・４土曜日 13 時 30 分～16 時 30 分 
 

  

【今後の課題】 

  困難な相談事例への対応のため、ケース検討会議を実施するなど、他機関との連

携をさらに充実させる必要がある。また、相談枠の拡充や外出できない相談者のた

めのアウトリーチや同行支援など、相談者目線での支援の拡充を検討する必要があ

る。 

相談員・ボラン

ティアとゲーム 
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みなどを聴き、他の支援機関と連携しながら相談

成果
窓口を実施することで、相談者とその家族の悩み解消のための検討や、心理的不安の軽減を行うことができた。

　困難な相談事例への対応のため、ケース検討会議を実施するなど、他機関との連携をさらに充実させる必要がある。ま

た、相談枠の拡充、外出できない相談者のためのアウトリーチやオンラインでの相談、他機関につなぐための同行支援な
課題

ど、相談者目線での支援の拡充を検討する必要がある。

指標名称（単位）
実績値 目標値

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ６年度

活動 相談回数（回） ― 76 168 300 300
指標
活動
指標

豊田市若者サポートステーション：毎週火～日曜日実施
他市との 安城市若者相談窓口：毎週水曜日、毎月第1土曜日実施
比較検証 西尾市子ども・若者総合相談センター：毎週火～土曜日実施

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 840 1,607 6,396 合計 1,607,037 円
需用費 52,800 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 委託料 1,496,000 円
使用料及び賃借料 5

Ｄ

8,237 円

一般財

　

源 0 840 1,607

　

6,396

職員人件費

　

　② 0 4,106 3,

Ｏ

785 3,788

総事

　

業費（①＋②） 0 4,

　

946 5,392 10

∧

,184

建
設
事
業

全体

　

事業費（単位：千円）

　

0 ３年度特定財源名称

実

３年度までの累積事業

　

費 0

５年度以降の事業

　

費見込 0

施
　
　
∨

令和４

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

年

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

度

事
　
業
　
概
　
要

総合計

（

画
分野 教育文化

基本施

令

策 青少年育成
施策体系

和

施策の内容 青少年の自

３

立支援と社会参加の促

年

進

目
　
　
　
的

　ひきこ

度

もりやニート等の困難

評

を抱える子ど

主
た
る
内

価

容

○子ども・若者総合

）

相談窓口の実施
も・若

刈

者及びその家族に対し

谷

、専門の相談員 　対象

市

者　市内在住、在勤又

事

は在学で、概ね
による

務

相談窓口を開設するこ

事

とで、子ども・ 　　　

業

　　40歳までの人及

評

びその家族
若者の健全

価

な育成を図る。 　場所

シ

　　子ども相談センタ

ー

ー
　また、子ども・若

ト

者支援地域協議会を実

（

施 　日時　　毎週木曜

様

日　13時15分～1

式

9時
することで、子ど

１

も・若者支援機関同士

）

の連 　　　　　毎週土

会

曜日　9時45分～1

計

5時45分
携を図る。

名

　相談員　社会福祉士

担

、精神保健福祉士、
　

当

　　　　臨床心理士等

部

○子ども・若者支援地

教

域協議会の実施

位
置
づ

育

け

関連計画

根拠法令 子

部

ども・若者育成支援推

一

進法

対象者 子ども・若

般

者（概ね40歳まで）

会

事業期間 令和２年度 ～

計

実施方法 □直営　■委

子

託　□指定管理　□補

ど

助・助成　□その他

も・若者支援事業
担

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

当

元年度実績 ２年度実績

課

３年度実績 ４年度計画

生

　 ・相談者数　 19

涯

人 ・相談者数   2

学

6人 ・相談者数  　

習

45人
　 ・相談回数 

課

　76回 ・相談回数 

款

 168回 ・相談回数

項

 　300回
　 ・子ど

目

も・若者支援地域協議

担

・子ども・若者支援地

当

域協議 ・子ども・若者

係

のための居場
　 　会開

青

催回数　3回 　会開催

少

回数　4回 　所開催回

年

数　12回
　　　――

係

――――― ・子ども・

1

若者支援地域協議
　会

0

開催回数　 4回

　ひ

5

きこもりやニートなど

5

社会的困難を抱える子ども・若者の不安や悩
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Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　社会的困難を抱え

令

る子ども・若者の増加

和

が社会問題化し
・法的

４

業務
高い

たことにより

年

、子ども・若者育成支

度

援推進法のもとで総合

（

必要性 ・市民ニーズ、

令

社会需要 相談窓口の体

和

制整備が努力義務とさ

３

れており、社会需要性

年

・市民生活上必要であ

度

る　など が高い。

　子

評

ども・若者総合相談窓

価

口は、子ども・若者支

）

援に精通
・コストの節

刈

減、費用対効果
高い

し

谷

たＮＰＯ法人に業務委

市

託しており、手段とし

事

て最適であ
効率性 ・執

務

行体制の効率性 る。
・

事

手段の最適性　など

　

業

相談内容に生活困窮が

評

含まれるため、無料で

価

相談窓口や
・市が主体

シ

となって実施する
高い

ー

居場所を開設すること

ト

が望ましく、そのため

（

には市が主体
妥当性 　

様

べき事業であるか とな

式

り実施すべきである。

２

・総合計画との整合性

）

　など

　社会的困難を

会

抱える子ども・若者を

計

支援することで青少

施

名

策への ・施策への貢献

担

度
高い

年の自立支援と

当

社会参加が図られるた

部

め、施策への貢献度
・

教

目標達成度 は高い。
貢

育

献度 ・市民サービスへ

部

の効果　など

今後の方

一

向性 ■拡充　□現状維

般

持　□改善・効率化　

会

□縮小　□終期設定　

計

□休止・廃止

　相談時

子

間外の支援（同行支援

ど

・ケース検討会議）や

も

、相談に来られない子

・

ども・若者のためにア

若

ウトリーチの実施
など

者

、相談体制の拡充の検

支

討が必要となる。また

援

、相談機関どうしの連

事

絡が円滑にできるよう

業

、子ども・若者支援地

担

域協議会による情報交

当

換を活発化させる必要

課

がある。

生涯学

Ｃ

習

 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 

課

　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価
　

款

∨

項 目 担当係 青少年係

10 5 5

19



かきつばたマラソン大会開催事業 

【目的】 

マラソン競技者の拡大及び市民のスポーツ競技の参加意欲の向上を図り、体力づ

くりと健康増進、生涯スポーツの振興を図るため、昭和 48 年から実施している。 

従来は、年齢男女別の 1.5 ㎞、３㎞、10 ㎞とジョギングコースで実施し、本市の

市民マラソンとして定着している。 

 

【令和３年度実績】 

１ オンラインマラソン 

新型コロナウィルス感染症拡大防止対策を考慮し、スマホのＧＰＳアプリ「ＴＡ

ＴＴＡ（タッタ）」を使用した「オンライン参加型」のマラソン大会として開催 

（１）開催期間  令和４年２月６日（日）～２月１９日（土） 

（２）距 離  １０km 

（３）参 加 者  ３８１人 

（４）参 加 料  １，０００円 

 

２ ７０周年プラス１記念イベント 

 ゲストにタレントの鈴木ちなみさん、トヨタ紡織陸上部の糟谷悟さんを迎え、マ

ラソン初級者や、これからマラソン、ランニングを始めたいと思っている人を対象

としたトークショーとランニングクリニックを開催 

（１）日 時  令和４年２月６日（日）１０：００～１１：３０ 

（２）参 加 者  ８７人 

（３）参 加 料  無料 

（４）イベント  トークショー、抽選会、ランニングクリニック 
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イベントの様子 

 

 

 

 

 

  

 

 

【成果と課題】 

令和２年度はコロナ禍により中止を余儀なくされたが、３年度は、コロナ禍での

開催方法について、関連団体、学校関係者や嘱託医などとの協議を経て、オンライ

ンマラソンと市制施行 70 周年プラス１のイベントを開催し、市民の体力づくり、健

康増進やスポーツ振興を図ることができた。 

オンラインマラソンでは、県外から約３０人の人が参加されていたことから、広

く刈谷市を知ってもらうことができた。また約４１分で１０km を達成した人もいれ

ば、数日かけて達成した人もおり、自分のペースで参加してもらうことができた。 

ランニングクリニックでは、走る前のストレッチや走り方など基本のレクチャー

があり、参加者からは「ストレッチの仕方がわかりやすい」「走り方を変えられるよ

うに、ゆっくり動きを意識して確認してイメージしていきたい」などの感想も聞か

れ、ビギナーにもベテランにも基本を学べる良い機会とすることができた。 

課題としては、通常開催が望まれる声があることから、人数制限始め感染症対策

を講じての通常開催が必要であると考える。 

今後も、ホームタウンパートナーチームをはじめとする本市の特性を活かしつつ、

オンラインでの開催も含めニーズに対応した大会内容となるよう検討していく。 

トークショー ランニングクリニック 

糟谷悟さん 

鈴木ちなみさん 
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0

ら、市民の体力づくり

6

と健康増進、スポーツ

2

の振興を図ることができ

た。

　参加者の安全面を第一に配慮した企画運営を実施し、引き続き参加者数に対応したコース変更の検討が必要である。ま

た、本市の特色をさらに生かし、参加者のニーズにあった本大会の方向性の検討が必要である。
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ６年度

活動 参加者数（人） 1,769 ― 381 2,000 2,000
指標

 
指標

　県内の多くの自治体で、同様の市民マラソン大会が実施されている。（知立市・安城市・岡崎市・東浦町
他市との ・大府市・高浜市・みよし市・犬山市など） 
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 1,989 382 4,031 2,251 合計 4,030,800 円
役務費 16,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 原材料費 440,000 円
負担金、補助及び

一般財源 1,989 382 4,031 2,251 交付金 3,574,800 円

職員人件費　② 4,852 5,077 5,148 5,151

総事業費（①＋②） 6,841 5,459 9,179 7,402

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３年度特定財源名

Ｄ

称

３年度までの累積事

　

業費 0

５年度以降の事

　

業費見込 0

　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和４

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

年

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

度

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

（

要

総合計画
分野 教育文

令

化

基本施策 スポーツ
施

和

策体系
施策の内容 スポ

３

ーツ活動プログラムの

年

充実

目
　
　
　
的

　マラ

度

ソン競技者の拡大及び

評

市民のスポーツ

主
た
る

価

内
容

　年齢別男女別の

）

1.5㎞、3㎞、10

刈

㎞のマラソ
競技の参加

谷

意欲の増進を図り、体

市

力づくりと ンコースと

事

誰でも気軽に参加でき

務

るジョギン
健康増進、

事

生涯スポーツの振興を

業

図る。 グコースを設定

評

し市民マラソン大会を

価

開催す
る。

位
置
づ
け

関

シ

連計画 第3次刈谷市ス

ー

ポーツマスタープラン

ト

 

根拠法令  

対象者  

（

対象者を限定せず 事業

様

期間 昭和４８年度 ～

実

式

施方法 □直営　□委託

１

　□指定管理　■補助

）

・助成　□その他

会計名 担当部 教育部

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

元

一

年度実績 ２年度実績 ３

般

年度実績 ４年度計画

参

会

加者数計　1,769

計

人 中止 ・開催方式をオ

か

ンラインマラ 参加見込

き

者数　2,000人
・

つ

1.5㎞（小学生）　

ば

　100人 　ソンに変

た

更して開催した。 1.

マ

5、3、10㎞コース

ラ

を男女別､
・3㎞（中

ソ

学生）　　 　96人

ン

　参加者数　381人

大

年齢別の計9部門で開

会

催する。
・3㎞（ジョ

開

ギング）　436人 ・

催

70周年プラス1記念

事

イベント
・10㎞（一

業

般）　　 1,137

担

人 　として、ゲストに

当

よるトー
　クショー、

課

ランニングクリ
　ニッ

ス

クを開催した。
　参加

ポ

者数 　87人

　関連

ー

団体や嘱託医を含め、

ツ

コロナ禍での安全な開

課

催方法や近隣市の開催

款

状況について検討し、

項

オンラインでの開催を

目

決

成果
定し、オンライ

担

ンマラソン大会を開催

当

することができた。関

係

連団体と協議を行い、

指

70周年プラス1事業

導

として記念イベン

トを

係

実施をすることができ

1

、コロナ禍でありなが
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6 2

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　一市民一

令

スポーツの振興を図る

和

ため、幅広い年代が気

４

軽
・法的業務

高い
に市

年

民が参加できる事業と

度

して必要である。
必要

（

性 ・市民ニーズ、社会

令

需要
・市民生活上必要

和

である　など

　かきつ

３

ばたマラソン大会実行

年

委員会へ事業補助金を

度

交付
・コストの節減、

評

費用対効果
普通

するこ

価

とにより、事務の効率

）

化を図る。
効率性 ・執

刈

行体制の効率性
・手段

谷

の最適性　など

　第7

市

次刈谷市総合計画では

事

、スポーツ活動プログ

務

ラムの充
・市が主体と

事

なって実施する
普通

実

業

として、市民がスポー

評

ツ活動に参加できる機

価

会の提供を
妥当性 　べ

シ

き事業であるか 掲げて

ー

おり、計画推進に必要

ト

な事業であると考えら

（

れる。
・総合計画との

様

整合性　など

　多くの

式

市民がスポーツに親し

２

み、スポーツ活動に参

）

加で

施策への ・施策へ

会

の貢献度
高い

きる機会

計

を提供する環境づくり

名

において、貢献してい

担

る。
・目標達成度

貢献

当

度 ・市民サービスへの

部

効果　など

今後の方向

教

性 □拡充　■現状維持

育

　□改善・効率化　□

部

縮小　□終期設定　□

一

休止・廃止

　市民が生

般

活の中でスポーツに興

会

味や関心を持つため、

計

スポーツに参加できる

か

機会を設けることで、

き

気軽にスポーツ
をはじ

つ

めるきっかけづくりや

ば

体力の向上及び健康増

た

進を図る。
　また、市

マ

民がスポーツ活動をす

ラ

る形態として、自分一

ソ

人や、家族、友人など

ン

個人やごく身近な人と

大

の少数での活動
が多く

会

なっている現状の受け

開

皿として、市民ニーズ

催

に即した事業の推進を

事

図る。
　

業
担当

Ｃ

課

 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 

ス

　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価
　

ポ

∨

ーツ課

款 項 目 担当係 指導係

10
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国際スポーツ大会等招致事業 

【目的】 

国際スポーツ大会等を誘致することで、次世代を担う青少年に夢や希望を与える

とともに、スポーツとのふれあいを通じて、市民が主体的にスポーツと関わる「豊

かなスポーツライフの実現」に取り組む。 

 

【令和３年度実績】 

１ 東京２０２０オリンピック聖火リレー 

（１）日 時  令和３年４月６日（火）１６時１２分～３６分 

（２）ルート  豊田町２丁目交差点～万燈通～秋葉神社前～於大通～県道４８

号線～県道２４６号線～刈谷市歴史博物館 ２．０ｋｍ 

（３）内 容  ９区間を８人と１グループの聖火ランナーが走り、ゴールの歴

史博物館では、サポートランナーの走行などの独自の盛り上げ

施策や、聖火到着を祝うミニセレブレーションを実施 

 

 

 

 

 

 

 

２ カナダ女子バスケットボール代表チーム事前キャンプ 

 （１）概要 

期 間  令和３年７月５日（月）～７月１８日（日） 

    場 所  ウィングアリーナ刈谷（練習）、ﾎﾃﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞﾃｨｱﾗ三河安城（宿泊） 

（２）オンライン交流 

   カナダ代表チーム選手やスタッフとオンラインでの交流を実施 

１２日（月） かりがね小学校ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ部 プレーの実演やプレゼント

の交換 １３日（火） 朝日中学校ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ部 

１５日（木） 刈谷市女性の会連絡協議会、 

刈谷東高等学校折り紙部ほか 

華道や茶道などの日本文化

や着物の紹介 

聖火リレー ミニセレブレーション 
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（３）その他交流、おもてなし 

   市 民 交 流  キャンプ中の様子やインタビュー動画を、市ＨＰで配信 

    おもてなし  表敬訪問、応援メッセージや着物など日本を感じる展示 

 

 

 

 

 

 

 

３ 東京２０２０パラリンピック聖火フェスティバル刈谷市採火式 

（１）日 時  ８月１２日（木）午後６時００分開始 

（２）場 所  刈谷特別支援学校 ふれあい広場 

 （３）内 容  小垣江東小学校及び刈谷特別支援学校の児童による打楽器演奏

の録画動画による披露後、採火台へボッチャボールを投球し、

点火を行い、点火棒によりランタンへの採火を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

【成果】 

感染症予防対策上の制約があるなか、オリンピック聖火リレーやパラリンピック

聖火の採火式、また、カナダ女子バスケットボール代表チームの事前キャンプでは、

市民をはじめ、小中学生とのオンラインによる国際交流や動画配信など、内容や方

法を工夫して実施することを通じて、市民のスポーツへの興味・関心を高めるとと

もに、「する・みる・ささえるスポーツ」を実践することができた。 

今後は、事前キャンプ等での経験や関係団体との関係性を継続し、これらを活か

した取り組みを企画・実施することで、市民のスポーツやスポーツを通じた国際交

流への関心をレガシーとして継承し、発展させていきたい。 

オンライン交流（かりがね小） カナダ代表チーム 

ボッチャボール投球による点火 刈谷の火 
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2

大会に関
・カナダバスケットボール協 　する展示会の開催
　会と事前キャンプの覚書締
　結

　実行委員会を4回開催し、事前キャンプに向けて気運醸成等迎え入れの準備を行い、事前キャンプを実施した。受入や

成果
一連のおもてなしにより、関係団体と今後に繋がる良好な関係性を築き上げることができ、海外トップアスリートと交流

を楽しむ場を提供することで、市民にスポーツへの興味関心を持ってもらうきっかけとすることができた。また、アジア

競技大会開催の準備のため、アジア競技大会組織委員会等関係団体の現地視察受け入れやオンライン会議を行った。

　新型ウィルス感染症拡大防止のため、カナダ代表女子バスケットボールチームと市民との直接交流ができなかった。ま

た、事前キャンプの市民への周知を思うようにできなかった。
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ６年度

活動 国際スポーツ大会等誘致推進委員会開催回数（回） 1 1 2 1 2
指標

指標
　

他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 6,761 5,812 41,734 359 合計 41,733,6

Ｄ

30 円
報償費 76,

　

800 円

財
　
源

特定

　

財源 0 0 7,963 0

　

旅費 5,160 円
需

Ｏ

用費 45,730 円

　

一般財源 6,761 5

　

,812 33,771

∧

359 委託料 4,76

　

3,011 円
負担金

　

、補助及び

職員人件費

実

　② 5,391 12,

　

319 17,413 9

　

,469 交付金 36,

施

842,929 円

総

　

事業費（①＋②） 12

　

,152 18,131

∨

59,147 9,828

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３年度特定財源名称

３年度までの累積事業費 0 東京２０２０大会ホストタウ
ン等新型コロナウイルス感染

５年度以降の事業費見込 0 症対策基金事業費助成金（県
）

令和４

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

年

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

度

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

（

合計画
分野 教育文化

基

令

本施策 スポーツ
施策体

和

系
施策の内容 スポーツ

３

活動プログラムの充実

年

目
　
　
　
的

　国際スポ

度

ーツ大会等を誘致する

評

ことで、次

主
た
る
内
容

価

○国際スポーツ大会等

）

の招致活動の実施
世代

刈

を担う青少年に夢や希

谷

望を与えるととも 　・

市

誘致推進委員会の開催

事

に、スポーツとのふれ

務

あいを通じて、市民が

事

　・関係機関や競技団

業

体への訪問等による調

評

主体的にスポーツと関

価

わる「豊かなスポーツ

シ

　　査、情報収集及び

ー

ＰＲの実施
ライフの実

ト

現」に取り組む。 　・

（

東京2020オリンピ

様

ック・パラリンピック

式

　　参加国の事前キャ

１

ンプ地の誘致
　・聖火

）

リレー実施準備及び啓

会

発
　・聖火リレー負担

計

金

位
置
づ
け

関連計画 第

名

3次刈谷市スポーツマ

担

スタープラン

根拠法令

当

対象者 市民、競技団体

部

事業期間 平成２８年度

教

～

実施方法 ■直営　□

育

委託　□指定管理　□

部

補助・助成　□その他

一般会計
国際スポー

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

ツ

績

元年度実績 ２年度実

大

績 ３年度実績 ４年度計

会

画

・誘致推進委員会の

等

開催　1回・誘致推進

招

委員会の開催　1回・

致

誘致推進委員会の開催

事

　2回・誘致推進委員

業

会の開催　1回
・フッ

担

トサル日本代表練習合

当

・競技団体等への訪問

課

等によ ・バスケットボ

ス

ール女子カナ ・競技団

ポ

体等への訪問等によ
　

ー

宿の受入れ 　る招致に

ツ

関する調査、ＰＲ 　ダ

課

代表チーム事前キャン

款

プ 　る招致に関する調

項

査、ＰＲ
・競技団体等

目

への訪問等によ   等

担

の実施 　実施に向けた

当

準備及び受入   等の

係

実施
　る招致に関する

普

調査、ＰＲ ・実行委員

及

会開催　　　　3回　

係

れ ・東京2020オリ

1

ンピック・パ
  等の

0

実施 ・聖火リレーの実

6

施 　ラリンピック競技
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Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　ハイレベルな

令

スポーツ競技大会を開

和

催することで、「ス
・

４

法的業務
高い

ポーツの

年

まち刈谷」を内外にア

度

ピールするとともに、

（

本市
必要性 ・市民ニー

令

ズ、社会需要 における

和

更なるスポーツ振興が

３

図られ、スポーツを通

年

じた
・市民生活上必要

度

である　など 青少年の

評

健全育成、生きがいづ

価

くり等、本市のまちづ

）

くり
に大きく寄与する

刈

ものである。
　他市に

谷

はない本市の特性を生

市

かした取組みであり、

事

スポ
・コストの節減、

務

費用対効果
普通

ーツを

事

通じたまちづくりを推

業

進するために適してい

評

る事業
効率性 ・執行体

価

制の効率性 の1つであ

シ

る。
・手段の最適性　

ー

など

　スポーツを通じ

ト

たまちづくりを推進す

（

るために、市が主
・市

様

が主体となって実施す

式

る
普通

体となって実施

２

すべき事業である。
妥

）

当性 　べき事業である

会

か
・総合計画との整合

計

性　など

　第3次スポ

名

ーツマスタープランに

担

掲げる「豊かなスポー

当

ツ

施策への ・施策への

部

貢献度
高い

ライフの実

教

現」「一市民一スポー

育

ツ」の実現に向け、そ

部

の
・目標達成度 施策の

一

1つである「みるスポ

般

ーツ」の推進を図る上

会

で、貢献
貢献度 ・市民

計

サービスへの効果　な

国

ど 度の高い事業である

際

。

今後の方向性 ■拡充

ス

　□現状維持　□改善

ポ

・効率化　□縮小　□

ー

終期設定　□休止・廃

ツ

止

　第3次スポーツマ

大

スタープランに掲げる

会

「豊かなスポーツライ

等

フの実現」「一市民一

招

スポーツ」の実現に向

致

けた施策
の1つとして

事

、今後も事業の拡大を

業

図り、国際スポーツ大

担

会等の誘致を積極的に

当

実施し、スポーツを通

課

じたまちづくり
を推進

ス

する。

ポーツ

Ｃ
 

課

　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　

款

Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価
　
∨

項 目 担当係 普及係

10 6 2
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学校開放事務費事業 

【目的】 

学校体育施設スポーツ開放事務は、小中学校の体育施設を地域住民のスポーツ 

活動へ開放し、市民の健康の保持増進と体力の向上を図ることを目的としている。  

その中で、毎月の利用申請受付・許可や管理指導員の割当など以前からの学校の

負担軽減、管理指導員の負担軽減、利用者の利便性の向上を目的に各事務の見直し

を行い、令和３年度より運用方法を変更した。  

 

【令和３年度以降の主な変更点】 

１ 刈谷市公共施設予約案内システム（以下システム）による利用申請、予約管理 

 令和２年度まで 令和３年度以降 

学 校 
利用申請の受付・許可、管理指

導員管理、スポーツ課への報告 

利用不可期日のシステム入力 

利用者 学校での利用申請 システムでの利用申請 

スポーツ課 利用取消管理 利用取消管理、管理指導員管理 

 

２ 管理指導員業務の軽減 

  令和２年度まで 令和３年度以降 

管理指導員 
施設管理（鍵、照明など）、

利用実績報告 

利用状況確認（週１回以上）、利用

実績報告書回収、緊急対応など 

利用者 
 施設管理（鍵、屋内照明など） 

利用実績報告 

 

【令和３年度実績】 

年度 利用件数 利用人数 登録人数 登録団体数 

令和３年度 ９，７５８ １８８，３０４ ８，５４７ ３８７ 

令和２年度 ５，３４３ １１２，１３３ ７，８５７ ３３０ 

令和元年度 ９，３７３ １９４，４５６ ８，６２９ ３４１ 
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【成果と課題】 

 多くの市民にスポーツ活動の場を提供し、一市民一スポーツの推進が図られたと 

ともに、市民の健康の保持増進と体力に寄与することができた。 

そのなかで、利用申請をシステム化したことにより、長年改善要望のあった学校

事務の大幅な軽減を図ることができた。 

また、利用者にとっては利用申請の制約（時間的、物理的）の緩和により利便性

が向上するとともに、前月の１日から３日までに抽選を行い、８日から１０日を先

着としたことで、公平性を確保することができた。 

さらに、管理指導員の業務においては、事前に各校の管理指導員の間で調整し、

業務分担が行われたことにより負担が軽減したことで、ネックとなっていた、なり

手不足の改善につなげることができたと考えている。 

課題として、利用団体の増加に伴い、予約が取れないといった問題が発生してき

ており改善案を検討する必要があるということ。また、令和３年度の変更により、

従来から各学校に置かれている運営員会の在り方について検討する必要がある。 

 

 

 

                 

 

【キーボックス】 

体育館入り口やトイレ等の鍵が入っ

ているキーボックスを、利用者が 

暗証番号を入力し開閉 

【提出箱】 

利用者は、施設利用後、利用実績

報告書を作成し提出箱に提出 
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Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 13,556 13,234 4,472 8,160 合計 4,471,850 円
報償費 2,092,600 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 需用費 888,250 円
委託料 1,491,000 円

一般財源 13,556 13,234 4,472 8,160

職員人件費　② 4,313 6,720 5,678 5,682

総事業費（①＋②） 17,869 19,954 10,150 13,842

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３年度特定財源名称

３年度までの累積事業費 0

５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ
　

４

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

年

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

度

業
　
概
　
要

総合計画
分

（

野 教育文化

基本施策 ス

令

ポーツ
施策体系

施策の

和

内容 スポーツ施設の整

３

備・充実・開放

目
　
　

年

　
的

小中学校の体育施

度

設を地域住民のスポー

評

ツ活

主
た
る
内
容

〇管理

価

指導員の委嘱
動へ開放

）

し、市民の健康の保持

刈

増進と体力の 〇開放運

谷

営業務の委託
向上を図

市

る。

位
置
づ
け

関連計画

事

第3次刈谷市スポーツ

務

マスタープラン

根拠法

事

令 刈谷市立小中学校体

業

育施設のスポーツ開放

評

に関する規則

対象者 市

価

民 事業期間 昭和５２年

シ

度 ～

実施方法 ■直営　

ー

■委託　□指定管理　

ト

□補助・助成　□その

（

他

様式１）

会計名 担

Ｂ
　
事
　
業
　
実

当

　
績

元年度実績 ２年度

部

実績 ３年度実績 ４年度

教

計画

・利用件数　9,

育

373件 ・利用件数　

部

5,343件 ・利用件

一

数　9,758件 ・利

般

用件数　10,000

会

件
・利用人数　194

計

,456人 ・利用人数

学

　112,133人 ・

校

利用人数　188,3

開

04人 ・利用人数　2

放

00,000人

　多く

事

の市民にスポーツ活動

務

の場を提供することが

費

でき、一市民一スポー

事

ツの推進が図られたと

業

ともに、市民の健康の

担

保

成果
持増進と体力の

当

向上に寄与することが

課

できた。また、公共施

ス

設予約案内システムの

ポ

改修を行い、利用申請

ー

の受付を各学校

の窓口

ツ

からシステムによる受

課

付に変更するなど、運

款

用方法を見直した。

　

項

運営委員会及び管理指

目

導員の在り方を検討す

担

る必要がある。

課題

指

当

標名称（単位）
実績値

係

目標値

元年度 ２年度 ３

業

年度 ４年度 ６年度

活動

務

 学校スポーツ開放登

係

録人数（人） 8,62

1

9 7,857 8,54

0

7 9,000 9,00

6

0
指標

指標

他市との
比

3

較検証
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文化振興事業 
 

【目的】 

 文化芸術創造の拠点である総合文化センターにおいて、市民に舞台芸術とふれあ

う機会を提供し、文化芸術意識の向上を図る。なお、本事業は、民間事業者が持つ

ノウハウの導入によりサービスの向上、コストの削減が見込まれることから、指定

管理者が企画、運営している。 

 

【実績】 

１ 文化振興事業主催事業（刈谷市・刈谷市教育委員会・共同事業体主催） 

各種の公演を開催した中、刈谷市制施行７０周年＋１事業として、全国共同制

作オペラ歌劇『夕鶴』に取り組む。また、本公演をきっかけとして、地元の子ど

もたちによる合唱団「アイリス少年少女合唱団」を設立。 

令和３年度大ホール事業 

実施日 事業名 
入場（参

加）者数 

券売（申

込）数 

7 月 10 日(土)① 

ミュージカル『マタ・ハリ』 

988 1,126 

7 月 10 日(土)② 941 972 

7 月 11 日(日) 1,100 1,125 

10 月 31 日(日) 
林 正樹 Presents『間を奏で

る』 
104 109 

11 月 20 日(土) 
エリック・ミヤシロ スペシャ

ルセクステット in 刈谷 
392 383 

11 月 23 日 

(火・祝) 

濵津清仁×近藤由貴 with セン

トラル愛知交響楽団 
381 378 

1 月 30 日(日) 
全国共同制作オペラ 歌劇『夕

鶴』（新演出） 
672 716 

計 4,578 4,809 

 

  
アイリス少年少女合唱団          オペラ歌劇 夕鶴 
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２ 市民大学講座 

市民が様々な知識と出会い、「文化芸術にふれあうきっかけづくり」の場を提供

する目的で、毎年実施している市民大学講座を開催。市民の興味・関心に基づい

たテーマを設定し、大ホールでは各界で活躍する著名人を招聘して講演会方式を

採用し、小ホールでは体験型での市民参加を促す。 

令和３年度実績 

実施日 事業名 
入場（参

加）者数 

券売（申

込）数 

1 月 14 日(金) 
湯川れい子「音楽でもっと楽し

く健康に！！」 【大ホール】 
220 261 

3 月 21 日(月・祝) 
大前光市「できないと思う“心”

が“障害”」【小ホール】 
193 211 

計 413 472 

 

 

３ アトリウムコンサートの実施運営 

   刈谷駅周辺のにぎわいづくりを目的とし、１階アトリウム等において市民が気

軽に音楽に触れることができるミニコンサートを開催。 

    令和３年度実績 

年間を通して７回開催し、431 人が鑑賞 

     

  

  

義足ダンサーとして

豊かな表現力を持つ

大前光市氏 
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４ 刈谷国際音楽コンクールの運営協力 

刈谷市においてコンクールを共催することにより、若き音楽家を発掘すること

や参加することによる今後の活動への動機付けを図る。当コンクールの継続開催

により、文化都市刈谷の宣伝及び将来的には、海外の国際コンクールへの推薦も

視野に入れ、国際交流としての人材育成も図る。 

 

    

刈谷国際音楽コンクール授賞式 

 

 

【今後の課題】 

  新たに「アイリス少年少女合唱団」を創設したことで、市内外の子どもたちが文

化芸術活動に参加し、優れた芸術に触れる機会の創出、次代の担い手の育成を図る

ことができた。 

近年は、新型コロナウイルスの影響により一部予定事業の中止や座席数の制限に

より入場者数は減少しているが、引き続き感染対策の徹底を図りながら、市民が舞

台芸術とふれあう機会を提供し、文化芸術意識の向上を図るとともに、市民のニー

ズを捉え、幅広い分野から実施内容を検討する必要がある。 
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利用
　　485回　 10,940人 　　229回　  3,092人 　　399回　 5,790人

・大ホールでの自主事業として、「マタ・ハリ」(7月10.11日)、70周年プラス1事業「歌劇『夕鶴』」(1月30日)などを実

成果
施し、多くの市民に鑑賞してもらうことを通じて舞台芸術の普及、振興に寄与することができた。

・周年事業への参加を契機として新たに「アイリス少年少女合唱団」を創設することで、市内外の子どもたちが文化芸術

活動に参加し優れた芸術に触れる機会を創出し、次代の担い手育成を図ることができた。

・新型コロナウイルスの影響により一部予定事業が中止によって代替公演となったり、実施した事業も座席数を制限して

の開催となったため、延べ入場者数はコロナ前をやや下回ったが、引き続き感染対策の徹底を図りながら事業数の確保に
課題

努め、過去の実績を踏まえながら入場者数が見込める事業選定を行う必要がある。

・市民のニーズを捉え、実施内容について検討する必要がある。

指標名称（単位）
実績値 目標値

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ６年度

成果 文化振興事業入場者数（人） 28,489 11,842 24,989 25,000 36,000
指標
成果 大ホール稼働率（％） 70.5 34.9

Ｄ

64.6 65.0 80

　

.0
指標

同規模の文化

　

施設等の管理・運営・

　

企画を民間の指定管理

Ｏ

者に任せている自治体

　

、施設名、事業数
他市

　

との 　一宮市：一宮市

∧

民会館　4事業
比較検

　

証 　兵庫県明石市：明

　

石市民会館　32事業

実
　
　
施
　
　
∨

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 34,933 38,279 38,077 34,991 合計 38,077,000 円
委託料 38,077,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 34,933 38,279 38,077 34,991

職員人件費　② 3,620 3,136 3,558 2,803

総事業費（①＋②） 38,553 41,415 41,635 37,794

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３年度特定財源名称

３年度までの累積事業費 0

５年度以降の事業費見込 0

令和

Ｐ
　
　
Ｌ

４

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

年

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

度

概
　
要

総合計画
分野 教

（

育文化

基本施策 文化・

令

芸術
施策体系

施策の内

和

容 鑑賞・体験の機会づ

３

くり

目
　
　
　
的

　市民

年

に舞台芸術とふれあう

度

機会を提供し、

主
た
る

評

内
容

〇文化芸術創造の

価

拠点である総合文化セ

）

ン　
文化芸術意識の向

刈

上を図る。 　ターで、

谷

指定管理者が実施する

市

各種の文化
　普及鑑賞

事

事業を支援する。
〇発

務

表の場としての機能を

事

提供することで、
　市

業

民の芸術文化活動を支

評

援する。

位
置
づ
け

関連

価

計画 刈谷市文化振興基

シ

本計画

根拠法令 劇場、

ー

音楽堂等の活性化に関

ト

する法律

対象者 対象者

（

を限定せず 事業期間 平

様

成２３年度 ～

実施方法

式

□直営　□委託　■指

１

定管理　□補助・助成

）

　□その他

会計名 担当部 教育

Ｂ
　
事

部

　
業
　
実
　
績

元年度実

一

績 ２年度実績 ３年度実

般

績 ４年度計画

32事業

会

(有料28事業・無料

計

4事 22事業(有料2

文

0事業・無料2事 32

化

事業(有料28事業・

振

無料4事 32事業(有

興

料27事業・無料5事

事

業)を実施、入場者延

業

28,489人業)を

担

実施、入場者延11,

当

842人業)を実施、

課

入場者延24,989

生

人業)を実施
・大ホー

涯

ル利用 ・大ホール利用

学

・大ホール利用
　　5

習

58回　187,89

課

5人 　　261回　 

款

40,865人 　　5

項

35回　88,479

目

人
・小ホール利用 ・小

担

ホール利用 ・小ホール

当

利用
　　502回　 

係

43,685人 　　2

推

48回　 13,89

進

2人 　　380回　2

係

0,348人
・リハー

1

サル室1利用 ・リハー

0

サル室1利用 ・リハー

5

サル室1利用
　　31

1

3回   12,34

2

8人 　　168回    3,462人 　　374回　 6,508人
・リハーサル室2利用 ・リハーサル室2利用 ・リハーサル室2
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Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　身近な場所で様々な文化普

令

及・鑑賞事業を開催す

和

ること
・法的業務

普通

４

で、市民の舞台芸術作

年

品の鑑賞機会に対する

度

ニーズを実現
必要性 ・

（

市民ニーズ、社会需要

令

している。
・市民生活

和

上必要である　など

　

３

指定管理者による運営

年

を行うことで民間の備

度

えるノウハ
・コストの

評

節減、費用対効果
高い

価

ウを活用し、地方自治

）

体の文化施設では招聘

刈

することが難
効率性 ・

谷

執行体制の効率性 しい

市

事業を開催することに

事

成功している。
・手段

務

の最適性　など 　大規

事

模公演は、共同主催の

業

形で実施することで、

評

リスク
を抑えながら質

価

の高い公演を開催して

シ

いる。
　文化芸術創造

ー

の拠点となることで、

ト

「誇りと愛着のもて
・

（

市が主体となって実施

様

する
普通

るまちづくり

式

」施策を実現している

２

。また、普及活動とし

）

妥当性 　べき事業であ

会

るか ての市民スタッフ

計

育成事業、市民の発表

名

支援、芸術活動に
・総

担

合計画との整合性　な

当

ど 参加する子どもたち

部

の育成を通じて、「市

教

民が活動しやす
い施設

育

・環境づくり」施策を

部

実施している。
　著名

一

なアーティストや、芸

般

術性の高い公演を実施

会

するこ

施策への ・施策

計

への貢献度
高い

とによ

文

り、身近に質の高い舞

化

台芸術を鑑賞する機会

振

を提供
・目標達成度 す

興

ることで市民サービス

事

の向上を図っている。

業

また、セン
貢献度 ・市

担

民サービスへの効果　

当

など ターの知名度向上

課

により、刈谷市の認知

生

度アップに貢献し
てい

涯

る。

今後の方向性 □拡

学

充　■現状維持　□改

習

善・効率化　□縮小　

課

□終期設定　□休止・

款

廃止

　ホールの知名度

項

向上及びシティセール

目

スとして著名な公演の

担

誘致に力を入れるとと

当

もに、市民や地域の文

係

化芸術の
振興に寄与す

推

る公演を今後もバラン

進

スよく編成していく。

係

更に、出演者等による

1

ワークショップや講習

0

会などの機会
を創出す

5

ることで、市民やこど

1

もたちの文化芸術活動

2

への参加を支援していく。

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価
　
∨
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Ⅳ 点検・評価の結果 

 

 

事業名 子ども・若者支援事業 担当課 生涯学習課 

外部評価委員の意見 

 

若者のひきこもりやニートという現代の社会的な課題に全力で取り組んでい

る。例えば、相談件数に応じて、日数や相談員数を増やす柔軟な支援も高く評価

できる。来所者の半数は母親であり、その不安は深刻であると考えるので寄り添

う支援をより充実させてほしい。また、市内にある通信制や昼間定時制課程をも

つ高等学校との連携も重要であり、引き続き行ってほしい。 

 

教育委員会の考え方 

 

今後も相談件数の増加が見込まれるため、相談体制の拡充を図ってまいります。

また、子ども・若者支援地域協議会は定時制高等学校の教諭にも委員に就任して

いただいております。本協議会の開催を通じて関係機関の連携を深め、相談者の

不安の解消を図ってまいります。 

 

事業名 かきつばたマラソン大会開催事業 担当課 スポーツ課 

外部評価委員の意見 

 

引き続くコロナ禍の中、令和２年度は中止した大会を「オンラインマラソン」

という工夫した取組により、400 名近い市民がランニングに親しむ機会を設けた

ことは高く評価できる。ゲストを迎えたトークショー等もランニング人口の拡大

や安全なランニングに効果を上げると思う。令和４年度は、オンラインでない大

会に多くの市民が参加できることを期待している。 

 

教育委員会の考え方 

 

令和４年度は、新型コロナウィルス感染症対策として、募集定員（1,400 人）と

運用を変更し開催しました。（2 月 5 日（日）当日参加者 1,285 人） 

令和５年度以降は、感染症の状況を見ながら、従来からの 2,000 人規模での開

催ができるよう取り組んでまいります。 
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事業名 国際スポーツ大会等招致事業 担当課 スポーツ課 

外部評価委員の意見 

 

カナダ女子バスケットボール代表チームとの交流をイベントで終わらせること

なく、継続的な交流をしていることは高く評価できる。また、刈谷市は、特別支

援学校を設置し、県内でも特別支援教育を熱心に推進している地域であるので、

パラリンピックとのかかわりは、特別支援教育に対する市民の理解向上にも寄与

するものである。ただ「拡充」の方向であるのに予算の大幅削減は懸念材料であ

る。 

教育委員会の考え方 

 

令和３年度は、東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会に合わせて関

連事業を実施しており、予算が大きく膨らんだものであります。引き続き、これ

らのレガシーの継承・発展に向けて取り組んでまいります。今後は、2026 年のア

ジア競技大会に向けて、これまでの経験や関係団体との関係性を活かしながら、

市民のスポーツへの関心を高められる取り組みを検討するとともに、必要な予算

を確保し、実施に努めてまいります。 

事業名 学校開放事務費事業 担当課 スポーツ課 

外部評価委員の意見 

 

教員の多忙化が進む中、利用申請のシステム化は、受け入れ側・利用者側にと

っても効果的であり、かつ管理指導員の人件費削減もでき高く評価できる。市の

予算で設置された学校施設であるので、より多くの市民が利用できる取組と施設

のメンテナンスにも気を配ることで、児童生徒の体育環境の向上にもつなげてほ

しい。 

 

教育委員会の考え方 

 

今後も、児童生徒をはじめとする、より多くの方々に快適にスポーツに親しん

でいただけるよう、利用状況や利用者の要望等の把握に努め、制度の充実を図っ

てまいります。 
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事業名 文化振興事業 担当課 生涯学習課 

外部評価委員の意見 

 

交通の便のよい総合文化センターを効果的に活用し、引き続くコロナ禍の中で

市民の文化芸術意識を高める取組ができている。また、新な取組である４・５歳

児から高校生までを対象とした「アイリス少年少女合唱団」は、年齢の違う子ど

もが集まり、合唱活動を通して、おもいやりや憧れを抱くよい機会になっており

高く評価できる。ぜひ、参加している幼児が高校生になるまで継続してほしい。 

  

教育委員会の考え方 

 

引き続き刈谷駅前という立地を活かし、市民に舞台芸術と触れ合う機会を提供

し、文化芸術意識の向上を図ってまいります。 

アイリス少年少女合唱団は、様々な年齢の子どもたちが、活動を通じて思いや

りの心や豊かな情操を養っております。本年度は、日ごろの練習の成果を披露す

る機会として、プロのオーケストラとのジョイントコンサートや青少年育成事業

のアトラクションとして発表するなどの舞台を設けることができました。今後も

仲間同士が寄り添い、喜び合える魅力ある合唱活動を継続してまいります。 
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Ⅳ 参考資料 

 

１ 教育大綱  令和３年度～令和７年度              
育てたい子ども像  

子どもたちには、これからの変化の激しい時代を、周囲と手を携え、前向きに切り

開いていく能力、すなわち「生きる力」が必要となります。このため、本市の育てた

い子ども像を次のとおり定めます 

   

「共に生き、未来を創造する子ども」に必要な「生きる力」を育むためには、「確かな

学力」「豊かな心」「健やかな身体」すなわち「知」「徳」「体」の３つをバランスよく

伸長させ続けていくことが大切になります。「元気・笑顔・希望のまち刈谷」という「

礎」のなかで、「知」「徳」「体」それぞれの資質・能力を伸長させることにより、育て

たい子ども像の実現を図ります。       

 

【子ども像イメージ図】 

 

学習の中で、基本的な知識・技能を身に付け、疑

問や課題にぶつかったときに、主体的に行動しなが

ら、科学的に道筋をたててその課題を解決しようと

する力。 

 

自分を肯定的に受け止めるとともに、他者への思

いやりの心を育みながら自らの感性を成長させ、自

身の感情を豊かに表現していける心。  

 

体を動かす楽しさや運動への魅力を通じて体力向

上を図るとともに、食や生活習慣へ関心を持つこと

により、心身の健康を維持することができる身体。  

 

充実した教育環境のもと、愛情、優しさ、思いや

りにあふれた人が住み、学校・家庭・地域が連携し

て子どもたちを見守ることのできるまち。  

確かな学力 

豊かな心 

健やかな身体 

元気・笑顔・希望のまち 
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総務係、施設係  

  

 

推進係、施設係、青少年係 

 

学事係、特別支援教育係 

指導係 

小学校（15 校）、中学校（6 校） 

特別支援学校（1 校）  

刈

谷

市

教

育

委

員

会 

教 育 部 

業務係、指導係、普及係 

社会教育センター 

東刈谷市民センター 

富士松市民センター 

北部市民センター 

小垣江市民センター 

 

 

 

子ども相談センター 

学校教育課 

教育総務課 

生涯学習課 

スポーツ課 

学校給食センター  

２ 組織                                                
（令和４年４月１日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中央図書館 
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令和４年度（令和３年度事業対象） 

   刈谷市教育委員会点検・評価報告書  

    刈谷市教育委員会 教育総務課 

   〒448-8501 刈谷市東陽町１丁目１番地 

   電話 (0566) 62-1034 (ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ)／ FAX (0566) 25-1006 

 




